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　今回 JUA/EAU Academic Exchange Programme に
ご選出いただき，藤田保健衛生大学の高原先生，台湾か
らの 3 名の先生と一緒に 2018 年 3 月 10 日から 20 日ま
で，2 つの施設見学，第 33 回 Annual EAU Congress

（EAU18）を含む European Tour に参加させていただき
ましたので，ご報告を申し上げます．
　まず初めにドイツのハンブルグにある Martini Klinik
を訪問させていただきました．初日は日曜でもあること
より，病院見学に先立って Martini Klinik の先生方に企
画していただきましたハンブルグ観光があり，Hamburg 
Dungeon などを観光しました．夜も Martini Klinik のス
タッフ，Prof. D. Tilki と食事を共にさせていただき，ド
イツ・日本・台湾の文化や病院の違いなどを話すことが
でき，楽しい雰囲気で Tour が始まりました．料理はと
いうとピザがとても大きく，自分では半分食べるのが
やっとでしたが，他のテーブルでは女性が一人 1 枚食べ
ているのにはびっくりしました．
　12 日より見学させていただいた Martini Klinik は，前
立腺癌の手術に特化しており，年間 2,000 例以上の前立
腺全摘除術が行われていました（多くは RALP）．なぜこ
のような多くの症例が集めることができるのかという
と，ほとんどの症例で両側神経温存が行われており，さ
らに神経血管束への腫瘍の浸潤を術中迅速で確認するこ
とによるものでした．病理の結果によっては追加切除を
していました．これらにより他の施設と比較して高い尿

禁制率・勃起機能の温存を実現しており，ドイツだけで
なく世界中より患者が集まっているとのことでした．
Prof. Hartwig Huland からは Martini Klinik の歴史，前
立腺癌手術における要点・解剖などの lecture をうけま
した．そのなかで術者 10 人間（200 例ずつ手術）の尿禁
制率，断端陽性率などを比較検討しfeedbackすることに
より，術者の技術向上を促す姿勢には感銘を受けました．
さらに興味深いものは手術室と麻酔を行う部屋を別にす
ることで，搬入・搬出の短縮を行うことでした．今回は
2 名の術者の RALP を見学させていただきました．前立
腺が 150g を超える症例もありましたが，流れるように
手術が行われ，高い技術に裏打ちされた手術の重要性を
再認識しました．
　3 月 14 日からはスウェーデンの Malmö にある Skane 
University Hospital を見学させていただきました．14 日
は主にProf. A.S. Bjartellをはじめ多くの先生からSkane 
University Hospital での結石や各種癌の治療方針，Lund 
University での研究内容などの Lecture がありました．
特にスウェーデンではセンター化がすすんでおり，
Skane University Hospital には陰茎癌センターとして症
例が集約されていることに驚きました．15 日には，Live 
surgery があり，陰茎プロステーシス移植手術を見学し
ました．私としては初めての症例で，さらに再手術症例
でしたが，綺麗な視野での手術で大変勉強になりました．
さらに Prof. Fredrik Liedberg からは SCC-like でも有名
な Lund University が提唱している Bladder cancer sub-
type の lecture を受けることができました．
　Prof. A.S. Bjartell には昼間だけでなく夕食に夜景のき
れいなレストラン，雰囲気のよいレストランに誘ってい
ただきました．スウェーデンはワインだけでなく，魚料
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写真 1　Martini Klinik
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写真 2　Martini Klinik スタッフとの懇親会



理も多くとても美味しかったです．ただ，Malmö はデン
マークに近いとはいえ北欧であり，自分にとってはかな
り寒くて，レストランへの徒歩移動では，耳がとても赤
くなりました．

コペンハーゲンで開催されました第 33 回 Annual
EAU Congress では Plenary session を含めて多くの
session に参加することができました．また会場では以前
自分がバンクーバーに留学していた時に，同様に留学で
来ていたドイツ，スイスの友人に偶然再会し，現在の状
況を話す機会があり，多くの向上心が必要だと認識させ
られました．
　学会期間中には International Friendship dinner に参
加させていただきました．会場は Copenhagen City Hall
で，ホテルより徒歩 5 分程度にもかかわらず，ホテルよ

り全員でバス移動するという不思議な経験でした．
DinnerではChris Chapple先生とともに写真をとること
ができただけでなく，有名な先生方の前で名前入りの盾
をいただくことができ，貴重な経験をすることができま
した．
　この Programme で得られた貴重な経験は，自分だけ
でなく周囲にも伝えることで今後の医療に役立てたいと
思います．
　最後にこのような機会を与えていただきました JUA，
EAUの関係者の方々，私たちを快く迎えていただきまし
た Martini Klinik の Prof. M. Graefen，Prof. D. Tilki，
Lund University の Prof. A.S. Bjartell および各大学・病
院のスタッフの方々に心から感謝いたします．
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写真 3　Prof A.S. Bjartell（中央）とともに
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写真 4　Prof. Fredrik Liedberg（中央）とともに




